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ＮＳＴ(Nutrition Support Team)長 

     内科 医長  柏木
かしわぎ

 貴
たか

雄
お

 

 栄養管理は、すべての疾患治療の上で共通する基本的医療のひとつで、栄養状

態が不良であれば、いかなる治療も無効と言われています。「栄養サポートチー

ム（NST：Nutrition Support Team）」とは、様々な職種が専門的な知識を持

ちより、入院中の患者さんの治療がスムーズに進むように、栄養面からサポート

を行うチームです。栄養状態の悪い患者さんを把握し、患者さんそれぞれに適し

た栄養管理が行えるよう活動しています。当院では、平成 18 年 3 月にＮＳＴが

設置され、日本臨床栄養代謝学会よりＮＳＴ稼働施設として認定され、平成 23

年 1 月から栄養サポートチーム加算の算定が始まりました。現在は全科型ＮＳＴ

として稼働しており、院内で活動しているチーム医療の一つとなっています。 

１ 

NST 構成スタッフ  

医師、歯科医師、看護師  

管理栄養士、薬剤師  

言語聴覚士、歯科衛生士  

臨床検査技師など  

NST の対象となる患者さん  

・血液検査で Alb 3.0g/ml 以下  

・褥瘡がある  

・摂食、嚥下障害がある  

・手術前後で栄養不良のリスクがある  

・食事摂取量が低下している  

・肥満など体重管理が必要  

・輸液療法の検討が必要       

など  

 

「ひだまりサロン」のご案内 
～がん患者さんとご家族の集う場所～  

がんについて一人で悩んでいませんか？ 

患者さん同士で話してみたい、 

がん患者さんとご家族の皆さんで 

悩みを相談してみたい・・・ 

気軽に語り合えるサロンです。 

お問い合わせ先 

西脇病院・がん相談支援センター 

ＴＥＬ：0795-22-8270（直通） 

12 月の開催は  

27 日（水）です  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ７ 

※ＮＳＴ以外にも、各病棟で栄養管理カンファレンスを病棟看護師、

管理栄養士等で行い入院患者さんの栄養状態の把握を行っています。 

回診、カンファレンスを毎週水曜日の 16時から行っています。 

●身体計測（TSF、AC、身長、体重など）や血液検査所見（ Alb 値など）  

にて栄養状態を評価しています。  

※TSF： 

上腕三頭筋 

皮下脂肪厚 

(mm)  

※ＡＣ： 

上腕周囲径 

(cm)  

●患者さんに適した栄養摂取内容の検討、栄養治療計画を行い、１週間毎に再評

価し再調整を行っています。  

●当院では、特に認知症患者さんの食事量低下に

対してアロマパッチ®（ブラックペッパー）を用い

て、嗅覚刺激を行い食欲増進に努めています。 

●また歯科医師、歯科衛生士とも連携しており、

口腔内の衛生状態を観察し食べ始めから介入して

います。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産婦人科 医長  野村
の む ら

 和久
かずひさ

 

3 

令和５年度 上半期（４～９月）の NST 活動状況 

・令和５年度上半期では、合計 126 人の患者さんに NST による介入を行いま

した。１週間毎に評価、介入しており、一人の患者さんに平均 3～４回介入

し、延べ人数は 416 人でした。改善率は 63%で、経口摂取量の増加や褥瘡、

アルブミン値の改善を認めました。  

経口摂取量のUP

(投与栄養量のUP)
76人

経口摂取量の維持

(投与栄養量の維持)
30人

経口摂取量の低下

(投与栄養量の低下)
1人

アルブミン値の改善 30人 原疾患の悪化 6人

褥瘡デザイン評価の改善 3人 死亡退院 10人

改善 不変 増悪

80人（63％） 30人（24％） 16人（13％）

最後に 

・栄養状態が低下すると、患者さんの病気と闘う力が低下してしまいます。当

院のＮＳＴチームでは、入院患者さんが最良の治療を行えるように、栄養面か

ら全力でサポートしていきます。 

・一方で入院の短期間では栄養状態の改善までに至らないケースや、退院後も

サポートの継続が必要な患者さんも多くおられます。患者さんの栄養について

地域全体で意識し、一緒にサポートできればと考えています。  

個別栄養指導について（外来）  

・入院患者さんだけでなく、外来でも栄養指導を、医師

の指示のもと管理栄養士が行っています。  

・糖尿病や腎臓病、高血圧など各種疾患について、患者

さんの個々の生活や嗜好に合わせて相談し、サポートし

ていきます。  

６ 

西脇病院では、入院患者さんやそのご家族、病院を支える地域の皆さんの

心を癒し、和やかなひとときを過ごしていただきたいという思いから、病院

前ロータリーでイルミネーションを点灯しています。イルミネーション設置

は、2017年秋から始まり、今年で７年目を迎えます。  

令和２年以降は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、病院の活動は一

変しました。院内感染防止のため、職員は試行錯誤しながら業務に当たってい

ます。そんな中、地域の皆さんには多くの励ましのエールをいただき、力強く

支えていただいています。その感謝の気持ちを少しでもお返ししたいと思い、

毎年、皆で話し合いを重ね、設置するものを追加し、ロータリー中央の木の周

りを囲み「地域の皆さんとの繋がり」や「地域の方々に支えられ団結力が強ま

った西脇病院」と「地域の明るい未来」を表現し、思いを込めて設置させてい

ただきました。  

地域の皆さんや患者さんが、イルミネーションの明かりを見て、少しでも、

ほっとできる癒しのひと時を感じていただけますと幸いです。  

これからも西脇病院スタッフ一丸となって、患者さんを支え、良質な医療の

提供を目指して頑張ってまいります。  

～ 鮮やかな癒しの光が灯る ～  

期間限定  イルミネーション点灯  

期間：令和５年 12 月１日（金）～31 日（日）／午後５時～９時  

イルミネーションは、病院前ロータリーで、令和５年 12 月末まで、

午後５時から９時の間で点灯しています。皆さんどうぞ御覧になって

ください。           



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜当院でできる糖尿病診療＞  

１  学習入院（毎月最初の平日が５日間続く週の月曜日から）  

糖尿病の状態・合併症の評価、講義／体験型学習のための入院です。  

基本２週間の入院ですが、１週間での短期間でも対応可能です（薬剤調

整も行う場合は期間が延びる場合がございます）。  

 

２  糖尿病合併症外来（毎週水曜日  完全予約制）  

糖尿病の合併症の評価／栄養相談／治療支援を１日で行います。普段の

かかりつけの先生の受診と糖尿病合併症外来を組み合わせていただくこと

で、かかりつけ医を持ちながら、糖尿病の専門治療・治療支援を受けるこ

とが可能です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜開業医の先生方へ＞  

 今年度より、月～金まで、糖尿病内分泌内科の外来診療が可能となりま

した。緊急性のあるなしに関わらず「血糖が安定するまでお任せしたい」

「インスリンの導入をしてほしい」「合併症の評価をしてほしい」など、

地域の先生方のリクエストに応じて対応させていただきます。地域連携を

重視していますので、ご紹介いただきました患者さんも状態が落ち着きま

したら、ご紹介元に戻っていただくことを基本としています。また、治療

支援ツールとして「にしわき  糖尿病レター」を年 2 回発行していますの

で、ご活用いただきますと幸いです（西脇多可医師会を通して配布してい

ます）。  

 地域の糖尿病患者さんが、1 人でも多く、糖尿病  

のない人と同じ人生が歩めるように、当院に、地域  

の先生方のお手伝いをさせてください。  

是非、お困りの症例などがございましたら、遠慮  

なくご紹介いただけますと幸いです。  
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ＤＳＴ糖尿病サポートチーム長 

     内科 医長  柏木
かしわぎ

 明香
さ や か

 

＜糖尿病サポートチーム（DST）＞  

現在、当院は 4 名の糖尿病専門医（岩井  正秀、来住  稔、柏木  明香、

大井  佑夏）、11 名の CDE（糖尿病療養指導士）を中心とした内科医・看

護師・栄養士・理学療法士・薬剤師・検査技師によるチーム医療で患者さん

の外来・入院の診療を行っています。アドボカシー活動の一環として、今年

度より「糖尿病教育チーム」から「糖尿病サポートチーム（ DST）」へチー

ム名を変更いたしました。  

４  治療支援外来  

経験豊富なＣＤＥによる治療支援外来

（旧称：療養指導外来）透析予防指導外

来、フットケア外来、栄養相談を行って

おり、薬だけに頼らない治療に力を入れ

ています。  

３  最新のエビデンスに基づいた治療  

リブレやＤｅｘｃｏｍＧ６などのＣＧＭ（連続皮下

ブドウ糖濃度測定器）を用いた栄養相談／治療支援、

１型糖尿病に対するインスリンポンプの導入、２型糖

尿病に対する最新のエビデンスに基づいた治療、妊娠

糖尿病の管理が可能です。  

・緊急／学習入院  

・合併症の評価／療養支援  

（合併症が依頼）  


